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１Q
開始10秒、ひかりは⑩のミドルで先制す
ると、⑥のコーナーからのジャンプシュ
ートも決まり、４-０とリードする。対
する瀬谷2は⑧がミドルを決め追いかけ
る。ひかりは⑩がミドル、ドライブと連
続得点。瀬谷2も⑥のスチールからバスカ
ン④のミドルで８-７の1点差に詰め寄
る。しかしひかりはこの日大当たりの⑩
が再びミドルを決め引き離す。１２-９ひ
かりリード。
２Q 
お互いにハーフコートマンツーマンでス
タート。ひかりは⑤のステップワークで
得点すると⑦のミドル、リバウンドをね
じ込んでバスカンと残り3分で１９-９と
10点差がつく。早めにタイムアウトを取
った瀬谷2だったが、ひかりの寄りの速い
ディフェンスを攻めあぐね２１-９、ひか
り12点リードで後半へ。

３Q 
両チームハーフコートマンツーマンでス
タート。ひかりは⑤がミドルを決めると
瀬谷2も⑤が入れ返す。ひかりはボールマ
ンに対するスクリーンを使いながらスペ
ースに飛び込みシュートを試みるが瀬谷2
のねばりのディフェンスの前になかなか
シュートが入らない。一方瀬谷2もひかり
の寄りの速いディフェンスに苦しみなか
なか点が伸びない。結局このクォーター
は６-２。２７-１１とひかりが16点リー
ドして４Qへ。

４Q
ひかりは開始早々、ゾーンプレスで連続得点し
差を２０点とする。対する瀬谷2はディフェン
スを１-１-３に変える。このディフェンスが
効き始めると16点差とした直後、１-２-１
-１のゾーンプレスでさらにプレッシャーをか
ける。瀬谷2は④のジャンプシュート⑤のドラ
イブで7点差まで詰め寄るがここまで。
３１-２４でひかりが丘が初優勝を果たした。

２０１３年度第３７回横浜市ミニバスケットボール連盟

春季大会
女子決勝　ひかりが丘31 VS 24 瀬谷第二



横浜市ミニバスケットボール連盟!

 協力/横浜市ミニバスケットボール連盟　技術委員会                                                                                                         2

男子決勝　榎が丘34 VS 38 六ッ川
1Q
六ツ川はトライアングルツー。榎が丘はハーフマン
ツーからショットインプレスでスタート。六ツ川は
⑥のポストプレイ、④の個人技で得点を重ねてい
く。対する榎が丘は④を中心に攻めるが、六ツ川の
④に対する速い寄りに良いシュートを打つことがで
きない。１２-４六ツ川8点リードで２Qへ
2Q
六ツ川はトライアングルツー。榎が丘はハーフマン
ツー。お互いにオフェンスがかみ合わず2分間ノー
ゴール。榎が丘は先にタイムアウトを取る。タイム
アウト後榎が丘⑤がジャンプシュートを決めディフ
ェンスのプレッシャーも強めていく。⑦もリバウン
ドシュートを決め点差を詰めていく。榎が丘は良い
形で速攻やドライブを仕掛けオフェンスのリズムを
取りもどすが、六ツ川のブロックショットにあい、
なかなか得点が決まらない。六ツ川は４ファウルで
得たフリースローを確実に決め、１８-１０六ツ川
8点リードで後半へ。
3Q
榎が丘はマンツーマン。六ツ川はトライアングルツ
ー。榎が丘は開始早々、⑨と⑤がジャンプシュート
を決める。六ツ川のトライアングルツーに慣れはじ
めた榎が丘は、④の絶妙なアシストパスから⑤がバ
ックドアプレイを決め差を詰める。六ツ川も④あド
ライブをねじ込みバスカンを奪う。六ツ川は榎が丘
のはげしいディフェンスに④の個人技だけとオフェ
ンスが単調になってしまう。対する榎が丘は⑪のリ
バウンドシュートがバスカンとなり、応援席から大
歓声が起こると⑨が難しい体勢からジャンプシュー
トを決め、さらに⑤がスティールから速攻を決め
る。２５-２４榎が丘が1点差まで詰め寄り最終Q
へ。
4Q
六ツ川、榎が丘ともにはハーフコートマンツーマ
ン。榎が丘は⑤がドライブを決め逆転。対する六ツ
川は④以外の選手もリングに向かいはじめると⑤の
ミドルで再逆転。⑧もリバウンドシュートをねじ込

みバスカン。榎が丘⑤もジャンプシュートを
入れ返す。六ツ川は④のドライブからのアシ
ストを⑩がしっかり決め4点差とする。残り2
分10秒、榎が丘⑤が再びドライブを決め、2
点差に。六ツ川⑥榎が丘⑨が個人技で点を取
り合いどちらも譲らない。残り57秒。榎が丘
④がフリースローを2本決めついに３４-３４
の同点へ。残り10秒、榎が丘⑤がドライブを
仕掛けるが、六ツ川のナイスディフェンスで
六ツ川ボールに。六ツ川④がフリースローラ
イン付近で打ったショットにファイルの笛。
残り0秒で六ツ川④のフリースローとなるが、
2本とも外し、決勝戦は延長に突入した。
<延長>
六ツ川はフリースローを落としてしまった④
が果敢に攻める。ドライブを決め2点リード。
榎が丘は④を中心に攻めるが六ツ川の高さの
あるディフェンスに苦しいシュートとなって
しまう。残り37秒。六ツ川は４ファウルで得
たフリースローを2本決め勝負あり。
　３８-３４で六ツ川が大接戦を制した。
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１Ｑ
④のミドルシュートで先手を取ったひ
かりが丘が、出だしからオールコート
でプレスをかけ、相手のミスを誘っ
た。運びに苦しみ、シュートまで辿り
着けない時間が長く続いた中山。⑦が
積極的にドライブで攻めたり、⑫がゴ
ール下に合わせ
たナイスプレー
を作り出したり
したが、得点に
は結びつかず、
１７－３と、ひ
かりが丘の大量
リードで1Q終
了。
２Ｑ
お互いにシュー
トが決まらず、ロースコアになった。
ひかりが丘がオールコートマンツーマ
ン、中山がハーフコートマンツーマン
でリングを守った。ひかりが丘は、ロ
ングシュートやミドルのターンシュー

トなど、積極的にシュートを打ち続け
た。中山はディフェンスリバウンドを
なかなか取ることが出来ず、ひかりが
丘にチャンスを与え続けてしまう。苦
しい展開が続き、２１－５と点差を詰
めることができないまま２Ｑ終了。
３Ｑ
ひかりが丘のセンタープレーをダブル
チームで抑え、⑥とのスクリーンプレ
ーで⑪がナイスシュートを決めて良い
スタートを切った中山。しかし、後半
もボール運びに苦しみ、ミスが続く。
⑦が果敢にドライブを狙うが、攻めき
れず得点には至らなかった。一方、ひ
かりが丘はミドルシュートとロングシ
ュートが良く決まり、シュート率60％
（⑤は100％）と、素晴らしいシュー
ト力を見せつけ、３３－９で３Ｑ終
了。

４Ｑ
ひかりが丘は３－２のゾーン、中山は
マンツーマンで始まった４Ｑ。パスで

うまくボールを運び、⑧のゴール下シ
ュートで点を重ねるひかりが丘。対す
る中山は、３－２ゾーンを崩すことが
出来ず、ミスが続く。タイムアウト
後、対角へのパスを狙って３－２ゾー
ンを崩し始め、④、⑦が中外とシュー
ト狙い、オフェンスリバウンドもよく
頑張ってチャンスを作り続けた。しか
し、点差を縮めることはできず、４１
－１９と、ひかりが丘が圧勝した。

女子準決勝　ひかりが丘41 VS 19 中山

女子準決勝　    瀬谷第二 43 VS 19 平戸高層
１Ｑ
瀬谷第二ボールでスタート
瀬谷第二は最初のオフェンスに失敗す
るも、全員で粘り強くリバウンドを拾
い瀬谷第二４のジャンプシュートで先
取点をあげる。続けて瀬谷第二１８の
ジャンプシュートや、速攻、フリース
ローなどで着実に得点を重ねる。攻守
ともにリバウンドを確実に奪い試合の
ペースを握った瀬谷第二がスタートダ
ッシュに成功し
た。
瀬谷12−0平戸。
２Ｑ
平戸高層５のア
シストから平戸
高層５６がレイ
アップを決めこ
の試合初得点
瀬谷第二も簡単
には譲らず７の
ジャンパー、１
３のゴール下シ
ュートと加点し
リードを広げる
が、平戸高層も
食い下がり、６ジャンプシュート、５
がリバウンドを奪いシュートを決め
る。

その後も両チームシュートを決め合
い、平戸高層が点差を縮め前半を折り
返した。
瀬谷21−12平戸

３Ｑ
瀬谷第二４のバスケットカウント、3
点プレーと最高の立ち上がりを見せる
平戸高層も７がゴール下からシュート
を決めるが、勢いに乗った瀬谷第二が
８，５と連続でシュートを決める。
平戸高層もフリースローのチャンス
を得るが決めきれない。瀬谷第二は
更に加点しリードを広げるが、平戸
高層５がブザービーターを決め最終Q
に望みをつなぐ。
瀬谷35−17平戸

４Ｑ
最終Qは両チームシュートが決まら
ず重い立ち上がりとなる。
しかし、瀬谷第二がディフェンスか
ら流れをつかみ瀬谷第二６，４がシ
ュートを決める。
平戸高層はタイムアウトをとるが、
瀬谷第二のディフェンスを攻略でき
ず、このQを8-2とした瀬谷第二が決勝
進出を決めた。瀬谷43-19平戸
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男子準決勝　いずみ野 27 VS 52 榎が丘
１Ｑ
北部地区1位の榎が丘と、西部地区1位
のいずみ野の戦いは注目の一戦となっ
た。両チーム、ディフェンスはオールコ
ートマンツーマンでゲームスタート。
＃9のジャンプシュートで先制点をあげ
た榎が丘は一気に流
れをつかみ、4番の
ドライブなどでも得
点を重ねゲーム開始
3分で8－0とリード
を広げる。対するい
ずみ野は、ハーフコ
ートバスケットでミ
スマッチのセンター
#5にあわせペイント
エリアでの得点を狙
うが榎が丘の素早く
タイトなディフェン
スの寄りや早いロー
テーションに苦しみ
得点に繋がらず、残4
分で#5がゴール下のシュートファウル
を誘い、冷静に沈めたフリースローでよ
うやく得点となった。
結局いずみ野はフィールドゴールにつな
げられず10－1と榎が丘リードで１Q終
了
２Ｑ	
 
両チームディフェンスはマンツーマンで
スタート。榎が丘＃5がジャンプシュー
トを決め2Qの初得点をあげると1Qの良
い流れを崩すことなく落ち着いてゲーム
を運んでいく。いずみ野も＃4中心に動
きのあるオフェンスから得点を狙う
が、榎が丘の粘り強いディフェンスの前
に中々フィールドゴールに結びつけるこ
とが出来ない。2Q3分、いずみ野は流
れを変えるためタイムアウト。タイムア
ウト直後にいずみ野は＃4がジャンプシ
ュートでこのゲーム初のフィールドゴー
ルでの得点をあげる。これがきっかけ
となり、いずみ野のオフェンスにもリ
ズムがうまれる。いずみ野＃4の見事な
ドライブが決まり追い上げをみせる。
しかし、榎が丘も負けじと＃7が合わせ

からのゴール下のシュートなどでフィー
ルドゴールを重ね16－5榎が丘11点リー
ドで後半を迎える。
３Ｑ
後半も両チームのディフェンスは
マンツーマンでスタート。
後半最初の得点はいずみ野の＃5のゴー

ル下の力強いシュートとな
った。前半のリードを挽
回しようと、＃5の1対1や
＃4のジャンプシュートで
得点を重ねていく。しか
し、榎が丘は＃4、5、７
が冷静にゲームを運び、
また＃9、＃11が粘り強く
オフェンスリバウンドを
取り、いずみ野に中々流
れを渡さない。いずみ野
も＃5の早いドリブルで榎
が丘のディフェンスを突破
しようとするが、榎が丘
のスキルの高いドリブルス

ティールに阻まれる。また、
いずみ野のスローインのボールもインタ
ーセプトされ、榎が丘に得点を重ねら
れる。いずみ野も＃7、＃9、＃12が上
手く運びに参加し、リズムを掴もうと
オフェンスを展開するが3Q残2分、榎
が丘は＃4が＃11へ相手の頭上を越える
ワンパスを見事に成功させ、＃11がバ
スケットカウントを得てベンチも含め
一気に盛り上がりいずみ野に流れをつ
かませない。それでも何とか4Qに繋げ
ようと、いずみ野＃4がドライブからフ
リースローを冷静に決めるが榎が丘は
さらに終了間際に、＃4が＃5へ見事な
アシストパスをし、それを＃5がしっか
りと決め,36－14で榎が丘が大きくリー
ド。４Ｑ
両チームのディフェンスはマンツーマ
ン。最終クォーター、いずみ野は早い展
開でオフェンスを仕掛け、得点を重ね
る。特に4Q序盤の＃5のミートからの
ドライブ、ターンシュートなどで加点し
たプレイは#5の個人的な力を感じさせ
る見事なプレイであった。しかし、榎

が丘は3Q同様にガード陣が上手くゲー
ムをコントロールし、いずみ野の追い
上げを許さない。いずみ野は残3分にた
まらずタイムアウト。タイムアウト直後
からいずみ野はオールコートマンツーマ
ンプレスを仕掛け得点を狙いにいく
が、ガード陣のファンダメンタル、スキ
ルの高い榎が丘に上手くかわされ中々
得点にむすびつかない。それでも意地
をみせたいずみ野が猛攻を見せるも、
榎が丘のガード陣のゲームコントロール
などにリードを詰めることが出来ず、試
合終了。
52－27で榎が丘が見事勝利を収めた。
ガード中心のチームとセンター中心の
チームの対決で注目を集めたこの一
戦、今回はガード中心の榎が丘チーム
に軍配が上がったが、いずみ野チーム
の個々の能力をみると秋に向けての成
長におおいに期待がもて今後の躍進が
楽しみである。
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１Ｑ
ティップオフから、鶴ヶ峰ボールでス
タート、六ッ川オールコートマンツー
マンＤＦ。鶴ヶ峰ハーフコートマンツ
ーマンＤＦ。序盤はお互いに相手のＤ
Ｆの様子をみながら1対１を仕掛けて
いく。鶴ヶ峰6番のドライブイン、ファ
ールをもらいフリースロー2本決め
る、対して六ッ川4番がドライブイン
レイアップショート成功。その後、膠
着状態が続く中、六ッ川4番の個人技
による1対１で連続
ゴール。鶴ヶ峰は8
番のミドルシュート
で応戦、徐々に試
合が動きだし両チ
ームとも果敢に1対
１を仕掛けフリース
ローを得るが、両
チームとも外してし
まう。残り2分を切
ってから、鶴ヶ峰6
番の速攻からレイ
アップ、1対1から
のドライブインで連
続ゴールでリードす
る。六ッ川は8番セン
ターを軸に攻めを展開するが得点まで
結びつかず、６－８鶴ヶ峰リードで１
Q終了
２Ｑ
六ッ川ボールスタート、ＤＦは両
チーム１Ｑと変わらず。
開始早々、六ッ川10番のポストプレイ
からバスケットカウント、さらに速攻
で連続ゴールし逆転する。六ッ川の勢
いは止まらずプレスＤＦからさらに得
点を重ねる。鶴ヶ峰は流れを切りたく
ここでタイムアウト（残４:18）タイム
アウト後、鶴ヶ峰4番の動きが変わ
る、果敢にドライブをかけレイアップ
シュート、さらにＤＦリバウンドから
速攻で連続得点。さらに鶴ヶ峰9番⇒5
番のパスランプレイからフリースロー

を得る1本を確実に決め1点差につめよ
る。ここで六ッ川5番がトップポジシ
ョンからの1対１を仕掛ける、鶴ヶ峰
のＤＦが対応しきれず、レイアップ、
ジャンプシュート、レイアップと3連
続ゴールし一気に引き離す。ＯＦに加
え六ッ川はＤＦのリズムも良くなり、
鶴ヶ峰がボール運びに手間取る、パス
カットから六ッ川10番の速攻が決ま
り、２６－１３六ッ川リードで２Ｑ終

了。
３Ｑ
六ッ川ボールスタート、
ＤＦは両チームとも前半
と変わらず。
後半先制したのは、六ッ
川6番のドライブからの
ストップシュートでフリ
ースローとなる。外れた
リバウンドを六ッ川10
番が取りねじ込んで先制
ゴール。鶴ヶ峰は6番の
ミドルシュートで応戦。
続いて鶴ヶ峰8番のミド
ルシュート、六ッ川は4
番の1対１からレイアッ
プと一進一退の状態。中

盤に入り、鶴ヶ峰8番の1対１でファー
ルをもらいフリースロー確実に2本と
も決める。さらに鶴ヶ峰4番がパスカ
ットから速攻、ターンオーバーから6
番の速攻と連続ゴールを決め追い上げ
ムードになる。しかし六ッ川はあわて
ず8番センターの高さを生かした攻め
により鶴ヶ峰のファールを誘う鶴ヶ峰
6番が４ファールになる。終盤にきて
もお互いの攻めかたは変わらず、鶴ヶ
峰は8番のミドルシュート、6番⇒4番
のパスランプレイからレイアップ、六
ッ川は8番、10番のセンター陣がふん
ばりゴール下、ミドルシュートで得点
し、３６－２７六ッ川リードで３Ｑ終
了
４Ｑ

鶴ヶ峰ボールスタート、４Ｑにな
りお互いのＤＦも激しくなりハーフコ
ートバスケットノターンオーバーが続
き、ノーゴールのまま2分が過ぎた。
膠着状態を破ったのは鶴ヶ峰8番のミ
ドルシュートから6番のリバウンドに
よるゴール下シュート、バスケットカ
ウントとなりフリースローはおしくも
外れる。ここからゲームが動き始め
る、六ッ川6番のドライブからの8番へ
の合わせで得点。鶴ヶ峰4番の個人技
によりゴール下シュート、つづいてタ
ーンオーバーから8番速攻による連続
ゴール、一気に鶴ヶ峰ペースかと思わ
れたが、六ッ川4番がしっかりとゲー
ムコントロールしドライブインからワ
ンゴールを返す。しかし、鶴ヶ峰の勢
いは止まらず、4番のリバウンドシュー
ト、パスカットからの速攻で3点差と
なる。勢いにのる鶴ヶ峰はＤＦの動き
もよくなった、しかし六ッ川4番がプ
レスをかいくぐりゴール下10番へのパ
ス成功、その後お互いに激しいプレス
ＤＦが続くなか、鶴ヶ峰8番パスカッ
トから速攻、対し六ッ川4番の落ち着
いたボール運びからゴール下10番への
パス+シュート成功したところで終了
ブザー。４６－４１で六ッ川が勝利し
決勝に進んだ。最終Ｑはナイスプレー
に観客から大きな声援/拍手が飛び交
う素晴らしい試合でした。　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　           

男子準決勝　六ッ川 46 VS 41 鶴ヶ峰

横浜市ミニバスケットボール連盟!


